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プロジェクトマネージメントの目的

 トラブル解決

 資源の調整

 工程管理
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プロジェクト管理の課題

工程の進捗率測定は主観的

現実的な進歩測定方法の確立

プロジェクト遂行に有効な知識の蓄積
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本研究の目的

進捗測定の自動化

行程計画の精度向上

プロジェクト遂行に於ける知識の利用
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進捗管理方法

AC
EVCPI 
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従来のコスト管理手法

CPI(Cost Performance Index)

消費金額と成果物の出来高管理
EVM（Earned Value project Management）

EVM法
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進捗率の測定

費用消化率で進捗は測れない
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実際の工程

プロジェクトには同じ性質の作業が存在
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正確な生産性測定作業の区切りを検知する

作業性質の異なる点で生産性が変化する

パフォーマンスの変化点を区切りとする

作業性質を考慮した工程管理を実現する

パフォーマンス変化点の発見方法の確立
と知識の登録の実現

現実的な工程計画と実行知識の提供の実
現
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生産性の測定

基準生産性

プログラムの１日の作成行数

（６０～１００行）

 ＣＡＤの要素数

図面 A４図面１枚は４H～８H
（A３は倍）
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作業の変化を検知する
（プログラムサイズの変化）
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雛形をカスタマ
イズ

仕様変更による手
戻り

外注品の受け入れ
（複数の機能）
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生産性の変化を検知する

稼がれた値(%)

生産性高(選
択コンボ部
品組み込み）

ＤＢ変更に
よる手戻り。

生産性高(カレン
ダー部品組み込み）

メニュー変更に
よる再作成

プログラムサイズに着目
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 ソースコードの増加と図書に着目（ある担当者）
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プロジェクトＡ生産性測定

ソースコード行数 図書の追加変更数

生産性の変化点で作業の変化を検出
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図書の変
更あり

B C

A
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生産性の変化

費用当たりの進捗工数の計画と実際の相違
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作業性質と課
題を考慮した計
画になっていな
い可能性あり
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生産性の変化に着目する

 生産性（予定）と実績が

異なる点に知識がある
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工程に知識を登録する

行程に知
識を登録

行程情報に知
識、工数、戦訓
情報を登録

工程登録
工数登録
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知識登録の今後
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生産性の変化を検知し
て知識登録を促す
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知識登録と生産性の変化（細部）

 最終モジュール数

228
 最終ライン数

82954
 1人1日平均作成行数

161（６０～１００）
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Ａ

ＤＢ

Ｃ

区間 作業時内容 作業区分 効果、損失時間 備考

Ａ コードを名称に変換するＪＡＶＡスクリプト
部品を作成して必要箇所への埋め込み

単純作業の繰り
返し

＋５９時間 部品は再利用
可能

Ｂ データベースの修正によるプログラムの再
作成

手戻り －１０１時間 戦訓録に記録

Ｃ カレンダー部品を作成して必要箇所への
埋め込み

単純作業の繰り
返し

＋５９時間 部品は再利用
可能

Ｄ メニュー項目変更によるプログラムの再作
成

手戻り －１１７時間 戦訓録に記録
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知識の利用

 知識付きの行程を計画する
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キーワード仕様書

キーワード

現実的な工数と知識を
リンクした行程を生成

知識
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知識の検索

文字
数

出現回
数 キーワード 知識ＮＯ

4 1 送信 36

12 1 ＩＮＳＥＲＴ 101

8 31 テーブル 103
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知識Ｎ
Ｏ キーワード 知識見出し

36 送信

選択ＢＯＸで表示とは
異なるvalueを送信し

て、ＰＯＳＴで受け取る
方法

101 ＩＮＳＥＲＴ

作成したテーブルに
対してＩＮＳＥＲＴ、ＵＰ
ＤＡＴＥ等の標準のＳ
ＱＬを自動生成する方
法

103 テーブル
ＥＸＣＥＬに記入した構
成でＤＢを作成する方
法

11 MySQL
Accessファイルから
MySQLへデータをイ
ンポートする方法

行程名 キーワード 内容

ＤＢ設計作
業

データベース
ＥＸＣＥＬに記入した
構成でＤＢを作成す
る

ＤＢ設計作
業

ＳＱＬ

作成したテーブルに
対してＩＮＳＥＲＴ、ＵＰ
ＤＡＴＥ等の標準のＳ
ＱＬを自動生成する

ＤＢ設計作
業

マスタ
テーブル構造表を基
にマスタ編集ツール
を自動生成する
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今後の課題

人の感覚を排除した正確な工程区切り
の検出

生産性の変化と工程区切りの関連付け

行程への知識登録

作業性質を考慮した工程の生成と知識
の提示
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行程処理

 実行済タスクをドラッグアンドドロップで処理する
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